
「ネキガイ」と「ドウラン」’

　雪がとけはじめると，山の斜面はいろいろな植物の芽ぶきの季節をむかえます。この季節は

植物だけでなく，やわらかくてかおりの良い山菜を求めて動物もヒトも活動を開始します。

　写真は，そうした早春の山菜採り一山菜には野の草のように摘むという表現はあたらないで

しょうーに使われるワラ製の民具です。このうち大きい方は，吉野谷村中宮で「ネキガイ」と

よんでいるもので，白峰村ではこれを「ドウラン」といっています。このなかには，ミヤマイ

ラクサ（白山麓ではイラとよんでいます）やゼンマイなどがみえています。

　小さい方は中宮で「ドウラン」とよび，白峰で「ツケドウラン」とよぶワラ製の民具です。

これは腰にくくりつけ，採集した山菜をいったんここに入れ，一杯になると「ネキガイ」にあ

けるわけです。写真ではこのなかにモミジガサ（キノシタとよんでいます）が入れてあります。

　もちろん，「ネキガイ」も「ドウラン」も山とりにだけ使われるわけではありません。いろ

いろな農作業や秋の木の実拾いなどにもこれらが使われています。　　　　　　　〈松山利夫〉



解　説

　長い冬を耐えぬいてきた

ニホンザルに,豊かな春が

今年はカムリＡ群62頭が

を越した。

　子供が一頭死亡した。母親は死体を８日間持

て歩いていた。

　この春，4月３日から5月26 日にかけて13頭

の子供が生まれた。

　春，山の斜面にある草原に芽をふくアザミはサ

ルの大切な食料だ。

２

　５月，地元吉野谷村の主催による野猿公園

行なわれ。サルの生命力に感銘していた。



熊の褥(しとね)

松尾　　秀邦

　　゛ツキノワグマ″の器用さについては，昔

からいろいろな話があるようであるが，゛しと

ね（褥）″なるものまで製作するとは思わな

かった。

　話は少し古くなるが,昭和24年11月上旬，

今は廃村になっている福井県九頭竜川上流の

久沢（くざわ）という，当時でも数軒のみの

　゛平家部落″の一つといわれていた付近を地

質調査していた時の事である。

　部落の古老に銅を掘った跡があるから見に

行かないかとの御誘いをうけて，一日部落を

後にした。霧のふかい朝で，せまい山路を辿

ると露でびしょぬれになる。処々に，マタタ

ビの実が真赤に熟れている。熊に食べられる

前に頂戴しましょうというわけで，ロに入れ

ると冷めたい漿液･（ジュース）が甘い。

　ひとしきり登ると，山道に隠れるようにし

て僅かな田圃が見えた。この谷筋では日当り

が悪いのにと思って良く見ると，田圃の隅に

一叢の大麻が認められた。゛隠し田″である。

爺さんは黙って，小径を下り，田圃の切り株

を踏み越えて行く。更に径なき山径らしきも

のを登ると，やがてブナの大木がまばらに

残っている日当りのよい大きな斜面に出た。

　　「そこのブナの木の左を通って，その谷筋

に入れば，奥に掘った跡がある」という。゛そ

このブナの木″に近付くと一抱え以上の大木

で，木肌に無数の掻き傷が認められる。囲り

には，その木のものと思われるブナの小枝が

散乱している。

　ふと見ると，ブナの木の根元の処に円坐の

ように見える直径50～60cm 位のブナの小枝

の塊りがある。小枝をまるく囲げて，細枝を

旨い具合に折込んである。

　゛熊のしとね（褥）″だと爺さんはいう。流

石である。平家落武者の子孫だけあって，坐

蒲団なる語を用いない。本当であろうか,吾々

でも旨く作れるかどうかわからぬ位の出来映

えで，熊が作ったものとは思えぬ手際の良さ

である。

　それを杖の先で起こしながら爺さんはい

った。「先刻までいた」。木肌の傷が急に生々

しく見えて来た。吾々二人の気配を察して，

遁走したとおっしゃるが，まだその辺りにひ

そんで，こちら次第ではヌ－ッと姿を現わし

そうな気がする。

　そのものの囲りには，ブナの殼斗が無数に

折れた小枝と一緒に散乱している。爪で上手

にほじくり出して食べるのだそうである。冬

眠が近付くと，食事は水気のない乾果を食べ

るようになるという。成程,理屈に合っている

し，ヤマブドウ，マタタビが残っていた理由

もわかった。それにしても，ブナの種子の大

きさでは，歯の間にはさまって大変だろうと

いらぬ同情も湧いてくる。とにかく，手製の

木蒲団の上にどっかと坐り込んで，ブナの殼

斗を爪でつまつまとほじくり食べている熊の

姿は逢いぐるみ人形のサマになると微笑しく

なった。

　爺さんの話によると，冬眠前の゛最後の食

事″はマツの゛アマカワ″だそうである。見

渡した処マツはないので，冬眠直前とはわか
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らない。この辺りの高度であるとマツはゴヨ

ウマツで球果も大きく，種子もブナのそれに

較べるとはるかに大きいので，熊の餌として

は当然ゴヨウマツの実の方を望んだであろう

が，生憎とブナ林にはマツはないので，此処

ではブナの種子を食べるはめになったのであ

ろう。冬眠前の一仕事にしては,時間のかゝ

る大変な事である。

　その後，白山，平家岳，大日岳等に入り込

む谷では熊の足跡は見ていても゛熊の褥"に

は御目に掛っていない。

　あれは，日当りのよい処の大木を背にして，

昼日中，その木の実をほじって食べる為の円

坐そのものであろうし，夜は仮寝の高いびき

という処であろう。小枝の褥とは酒落たこと

をする。

　ひよっとすると，この製作者は小生のような

　゛痔主″であろうかと同情もした。直かに地

面に腰を下すのは冷えて具合が悪くなるの

で，坐蒲団ならざる木蒲団を作らざるを得な

かったのか。もっとも，四足で歩く゛けもの″

には痔疾はないとの事で，この同情はいらぬ

ものであった。

　それにしても，゛ツキノワグマ″の器用な一

面を充分見せて呉れた事には間違いない。

　　　　　　　　　　　　(金沢大学教養部)

６月の花
四手井　英一　梅雨前の蛇谷はめっきり花が少なくなる。

　今まで咲いていたタニウツギ,ヒタウツギ，

ヤブデマリやムラサキサギゴケなどの花も

終った。

　今年はどういう訳か雨が少なく，民家の庭

先に植えられたアジサイの花も心なしか色が

あせて見える。例年今ごろは我家の庭に咲く

ネジバナの花もまだ咲かないし, 6月の蛇谷

をスカイブルーに色どるエゾアジサイや，金

沢大学の里見先生が「夢のような花」と評し

たコアジサイの花もまだその気配がない。

　長い雨もいやなものだけど，こうなると，

いつもの梅雨の長雨が懐かしくなる。

　　　　　　　　　　　　　〈研究普及課〉

４

エゾアジサイ



白山の民話(1）

泰澄大師と大蛇
石野　　春夫

　むかし，むかしの大むかし，白山のお山の

上には沢山の大蛇が住んでいました。その数

は三千匹だと言われていました。この大蛇が

山麓の村へ出て来ては畠を荒したり，ニワト

リや犬を取って行ったり，人にも害を与えた

りして悪いことばかりするので，人々は大へ

ん困っておりました。

　泰澄大師が白山にお登りになったとき，村

人達の困っていることをお聞きになり，三千

匹の大蛇達を集めて人間に迷惑をかけてはな

らないことをおさとしになりました。

　しかし，どうしても言うことを聞かない大

蛇が一千匹おりましたので，これを斬り殺し

て一ヶ所に埋めてしまいました。これが弥陀

ケ原近くの旧道脇にある蛇塚であると言われ

ています。

　残った二千匹のうち，一千匹に巾ヶ平の刈

込池（福井県大野市五箇町小池の山の中）に

住むように言いつけられました。あとの一千

匹は白山頂上に近い池の一つに住むように言

いつけられました。

　大蛇達は偉いお坊様の大師様の言うことを

聞いて二つの池へ移り住むことになりまし

た。

　大蛇達が全部移り住んだことを見とゞけら

れて大師は刈込池の近くの三ノ峰附近の大岩

の上に大剣を立てられて，その影が池の水に

映るようにされました。大蛇はクロガネ（鉄）

が体にふれると体が腐ると言われているので

水面に映る大剣の影に恐れをなして池から出

て来なくなったと言われています。この剣を

立てた大岩が剣塚と呼ばれております。

　一方，白山頂上近くの池に移り住んだ千匹

の大蛇は，そのまゝにしておくと悪さをする

かも知れないので大師は雪のふたをされて，

この雪のふたが融けてしまうまでは池から出

てはならないとお言いつけになりました。

　更に永い年月の間には雪のふたが融けるこ

ともあるかと心配されて，大師は池の上にある

お宝蔵がくずれ落るようになされたというこ

とです。

　今でも，この千匹の大蛇の住んでいる池は

夏の土用でも融けることのない雪の下にあっ

て大蛇達は雪の融けるのを待っているそうで

す。

　この池は千蛇ヶ池と言って白山の名所の一

つになっていて毎年沢山の登山客がおとづれ

ますが誰一人として雪のふたの下の大蛇を見

た人はいないそうです。　　　　　<鶴来町〉
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〈白山麓白峰〉聞き書き(2)

白　山　熊
話者　加藤　勇京

筆者　織田日出夫

　このお，白峰近くにいる熊は白山熊ちゅう

て（といって）.胸にはっきりと白い月の輪が

付いとるです。白山熊ちゅうもんは，せいぜ

いで，昔の目方にすれば25、6貫位です。大

きいものは30何貫もあったという話やけど。

　熊のお産は寒中ですけど，これは決まっと

るです。熊は身持になって，そじてそのお，

秋に穴へ入る。岩の穴とか，木のうろとか，

土の穴へ入る。

　身持ちになって穴へ入る熊は，寒中に子ど

もを生むちゅうことが,自分も解っとるので，

穴の近くに水の出る谷とか，水のでるところ

にあるです。それはなぜちゅうかいうに,

春の子どもに水を飲まさんならんからです。

　たいてい熊は雄と雌と必ず２匹生むもんで

すね。熊ちゅうもんは，そんな３つも４つも

絶対に生まんもんです。また１匹生むちゅう

ことも無いことは無いすですけど，たいてい

２つです。その２つは雄と雌です。

　寒中の１月から２月の間に生んで，それが

４月中葉ごろになるちゅうと，その附近だけ

へ連れて出て，水を飲まし，日向ぼっこをす

る。その時分になると, 2つの子はちょうど

猫の大きいような大きさです。それをひと夏

秋まで連れて歩くと,そして秋になって11月

12月の，また穴へ入る時分になるちゅうと，

5, 6貫位の子熊になるです。それをそのお，

ミツコモチというとるです。

　春の小さい時はニコ，ニコというですね。

４月. 5月ころのはニコ，ニコというし，そ

れからこんだ，ひと夏連れて歩いて，秋の11

月. 12月ごろになるちゅうと，ミツコモチと

　いうて，そういう名前が付いているです。

　　そしてまた,2つ子を連れて穴へ入るです。

　そしてこんだ，来年の夏の盛り期になるちゅ

　うと,親熊は雄と雌と２つおるもんじゃから，

　雌熊を放して，そして雄熊だけを連れて，そ

　してそのお，また穴へ入るです。そしてそれ

　をフルコ，フルコモチちゅうて，そしてこん

　だ，その雄熊を自分のおやじにして,｡そして

　身持ちになるちゅうと，また雄を放して，自

　分だけがまた身持ちになって穴へ入る。そし

　てまた寒中に生むと。そういうような仕掛に

　なっている。

　　そいでそのお，ニコ，ミツコモチ，フルコ，

　の３べん，まあ変わる訳ですね。その離され

｀た雌熊と雄熊は夫婦になって，そして子ども

　を孕む。子どもを孕むと，また雌の方が身持

　ちになるちゅうと，また穴へ入って寒中に子

　どもを生んで，まか4月, 5月になると出て

　くる。そういうふうに繰返しになっておるよ

　うな訳です。

　　そして１つ熊というのが，放された雄な

　り雌なりの，まだ夫婦になれずにおるのが，

　１つ熊で。まあ，そういうふうに順序がなっ

　ているような訳です。

　　昔，このお白峰のかみに市の瀬という部落

　があったですが，いまも部落の名前があるの

　ですが，宿屋が1軒しかないですが，昔は７

　軒ほどあった部落です。

　　その市の瀬のちょっとかみに, ノべヨシ

　ちゅう広い壁があるです。そこへそのお，あ

　る人が，ちようど春の雪崩れの出る時分に，
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その山へ行って歩いていたところが，雪崩れ

こ合うて，ちょうどその下に雪の大きなひわ

れがあったと，そのひわれへ落ち込んでしも

た。

　どうしても上がる,ことできんし，これはま

あ,ここで死んでしまわんならんと思って

おったところが，ちょうどそこに熊が一匹

おったと。まあ，これは大変なこっちゃ，こ

ういう穴へ入ってしもて，それにまだ熊がお

るちゅうが，これは大変なこっちゃ，弱った

もんじゃと思っておったとこが，その熊が，

ものは言わへんけんど,自分も腹が減るし,弱っ

たもんじゃと思っておったところが,そのお，

熊が手を差出して，その手を舐めという意味

やね，その人も昔から熊ちゅうもんは，その

お，冬眠する時に，穴の中へ入って春まで手

を舐めておるちゅうと，熊は腹が減らんちゅ

うことを聞いておったもんで，自分も，どう

せこうなりゃ，まあ，はや死ぬが，破れかぶ

れや，熊が手を差出いたもんじゃから，その

手を舐めておった。

　そしたところが,きみように腹も減らんし，

水も飲みとうないし，そして時々熊が手を差

出し，それを舐めておった。

　そしたところが，雪もだんだん，だんだん

消えて，そのほら穴から出られるようになっ

たと。そこから出てきたところが,家の衆が，

大変なこっちゃ,お前どこにあったんや,どっ

か山へ行って雪崩に合うて，もう死んでしも

たんや，だいぶ人が出て尋ねたけんどもう分

らんし，どっかひどい雪崩れに合うて川へで

も流れて死んでしもたんやと，大変嘆いて

おったんや。どうしておったんや。

　いや，実はそのお，ノベヨシの壁で雪崩れ

に合うて，雪のひわれへ落ちていったんや。

そして，そこに熊がおって，手を差出したも

んじゃから，どうせやぶれかぶれや，どうせ

死んだと思うて,そのお,熊の手を舐めると，

熊は冬じゅう生きとると聞いたもんじゃか

ら，まあ，舐めた。そうして，舐めたところ

が，ものを食いたいこともないし，水も飲み

たいこともないし，そうしたら熊は時々手を

差出して舐めさした。そうして，それを舐め

ておった。そうしたら助かった。そうしたら

雪が解けたから出てきたがや。

　それはまたあ大変なこっちゃ。それやあ，

熊は熊に違いないけんど，それやあ，まあ，

なんかや，おまえ，神様かなんかや，白山様

のおかげやろ。それは熊ではあるまい，まあ，

熊に化けておったけど白山様のなんじゃかも

知れん，いうて，まあ皆んなが喜んで，そし

て，そのお，おったがや。

　そしたら，そのお，そのいう気持の男やっ

たか知らぬけんど，そのお，あこに熊がおっ

たがやと。獲りに行ってこうまいか。と誘っ

ておったがやと。そしたら，昔のこっちゃか

ら，皆んな，まあ，そういう義理も人情のな

い，まあ，時代やったんでしょう。そして，

そのお. ノベヨシの壁へ熊を獲りに行ったん

やと。

　鉄砲打ちやとか，大勢の勢子が行った。そ

して自分は向いの川原に行って，眺めておっ

て，熊があっちへ行った，こっちへ行ったっ

て，自分が，そのお，柳谷の河原ちゅう大き

い河原があるが，そこで見ておった。

　ちょうど，そこへ，その熊が出てきた。そ

して，そのお，鉄砲打ちは山の上の方に，ま

あ, 3人も４人も待ち構えておった。そして，

やあ，上の方へ行った，下の方へ行った，と

教えておった。ところが，熊はひっくり返っ

てきて，下へおりてきて，自分が助けたその

人を，二つに引き裂いて，そうして，行って

しもた。

　それを，あとから聞いて見るちゅうと，白

山様が身変りになって,助けてくれたんやと。

それを恩も知らずに，そういうばかなことを

言ふたから，その人が引き裂かれて死んだん

やと。そうらいきっちり。

　　　　　　　　　　　　　　　〈白峰村〉

・９
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自然公園指導員紹介
永井竹男さん

　昭和22年,市ノ瀬までバスが入った年，竹男さんの本格的な白山で
の活動が始まった。戦争中活動が停止していた白山案内人組合を再会

しょうと，市ノ瀬の故永井喜一郎氏が人を集めていたが，そこに入っ

た訳である。

　この仕事はボッカとガイドが主で，竹男さんはガイドの方を好んで

やったそうだ。当時の登山ルートは，六万山からの旧道，市ノ瀬から

別当，中飯，黒ボコと続く砂防新道の２本であった。当時の室堂は白

山振興会の管理する石室で，大室と婦人室の二棟だけであった。昭和

24年からは財団法人白山観当協会が設立され，室堂経営も引き継い

だ。協会設立を記念して別当から殿ケ池まで新しいルートが開かれ，

観光新道と呼ばれている。

昭和２年生まれ
奥さんと娘さん２人の４人

家族

石川郡白峰村市ノ瀬在住

　昭和24年白山の登山者は5000人と記録されている。当時の竹男さん達の働きは，朝，白山登山

者の荷物を背負い，案内しながら山頂までゆき，頂上から再び市ノ瀬に駆けおり, 仮眠のあと夕

方,夜行の登山者を夜明けまでに山頂まで案内するというものであった。

　観光協会が室堂経営にあたった年（昭和24年）は白山登山者は5000人と記録されている。竹男

さん達は, 2000人，3000人の登山者を迎えたと市ノ瀬でお祝いをしたそうであるから，今から比

べれば随分と少なかったと言える。
　白山の登山，竹男さん達案内人の仕事に一番大きな影響を与えたのは,昭和29年に別当出合ま

で到達した車道と，昭和35年から別当まで定期バスが入ったことであった。案内人の仕事をする

人も減り，勝山あたりから人を呼んできて，荷上げをするような状況であったが，ヘリが飛ぶよ

うになって案内人組合は自然に実体を失っていった。

　今，竹男さんは仕事を失っているかというと，まったく逆になっている。以前から室堂の物資，

通信については案内人組合が責任を負っていたが，それらがすべて今，竹男さんの仕事になって

いる。本職は永井旅館の番頭ということであるが，山頂部での工事の監督や，秋の缶詰作り，冬

の市ノ瀬保守，春のクマ狩り，とその仕事の範囲の広い事は並みはずれである。

　一年を通じての白山の姿を身をもって体験し，それを生活としている人は，この竹男さん以外

にいない。毎日のように，竹男さんを呼び出す電話がかかり，登山者はもとより，行政担当者か

らも山についての問い合わせがくる。頼りにされ，頼りになるだけの力をもった自然公園指導員

である。

山日記
　「誰れが捨てたと言うのはやめよう。わしらでちょっこやってみょう。な！やろう。」と日出夫先

生が言い出した。この前は「別当出合がきたない。なんとかしろ」と言っていた先生が，自分らで

ゴミ拾いをやろうと言うのである。

　一諸に飲んでいた風組の英雄さんも，「いいことや，いいことや」とやるつもりらしい。次の日，

私は別当を見に行った。まだ草は冬枯れでひれふしている。朽ちかけた木材，トタン板，そし

て私らの使っていたゴミ捨場がよく見える。「本当だな」と思った。

　永井建設の社長さんにも見てもらった。「どうですか」と聞くと「ひどいね」の一言。
　いよいよ５月25日，日曜日の午前中に別当集合という事になった。役場の岩本さん，山田さん，

永井旅館の永井竹男さん，風組の風英雄さん，青年団の蛭崎さん，それに殊才さんと私の７人が

集まってきた。古材を焼き，休憩所のゴミを焼いた。一服して「あの古トタンどうする」という

話になった。岩本さんが工事現場からショベルを運転してきて，二枚の古トタンと，使い物にな

らなくなってしまった焼却炉を土中に埋めた。全部は処理しきれなかったが，あとは夏になっ

てからアルバイトの学生諸君にやってもらおう。

　今年からは，ゴミは絶対谷に捨てないで処理しようと思う。　　　　　　　　　＜自然保護課〉
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たより

〇　今書いている原稿が活字になるころには，青空の拡がる明るい夏になっているだろ

　うけど，今はまだ「つゆ」の始まりである。今年は里の雪が少なくほっとしたのだけ

　ど，山頂部は逆に多く，今でも4 m程積もっているそうだ。

○　センターの展示室が改装されました。

　　第２巻４号でお知らせしたように，サル，クマ，カモシカの骨格標本が展示されま

　した。他に化石標本が数種,温泉の石灰華，高山植物の模型，白山の代表的な樹木の

　丸太３種など，新しい展示品が増えました。また，各コ―ナーの移動や新設を行い，

　見やすくしたつもりです。まだ解説などが十分ではないのですが,秋には整備されて皆

　様にお目もじできるはずです。

〇　センターの前に「つり橋」ができます。これは，センターの対岸に売店と休憩所を

　作って，下流にできた駐車場からの遊歩道とセンターを結ぶためのものです。今工事

　中ですので，夏にはユラリとゆれるつり橋を渡ることができるでしょう。

　　また，センター前の駐車場は緑の広場として，白山にある木や草を植えて，植物園

　を兼ねた皆様のいこいの場とするつもりです。

目　　　　　　　　　　次

熊の裾（しとね）……………………………………………………松尾　秀邦…３

白山の民話（1）泰澄大師と実証………………………………………石野　春夫…５

白山国立園案内図………………………………….‥…･イラスト　西塔紀夫…６

<白山麓白峰〉聞き書き（2）白山熊…………………………話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘筆者　識田日出夫

自然公園指導員紹介一永井竹男さん………………………………………………11

た　よ　り……………………………………………………………………………12

はくさん　　第3巻　第1号

・12

発行日　1 9 7 5 年6 月20日

発行所　石川県白山自然保護センター

　　　　石川県吉野谷村中宮

印刷所　株式会社　橋　本　確　文　堂


	石川県白山自然保護センター普及誌はくさん第3巻1号
	蛇谷のニホンザル　カムリ
	熊の褥（しとね）
	泰澄大師と大蛇
	白山熊
	自然公園指導員紹介
	裏表紙

